
「随想 」 フク シマのキ ノコ雲 と日本 の敗戦 加藤純二

診療所のす ぐ近 くに住んでいた T君が久 しぶ りに受診 した。たい した症状 はな く、軽 い

風邪で あ つた。彼 は小学生の頃か ら「キ ノコ博士」 と して有名で、大学 は農学部 に進み 、

キ ノコの研究 を した。卒業 して、福 島県浪江町に土地 を購入 し、様 々なキ ノコの栽培 に取

り組んで いた。他所では あま り栽培 され て いないキ ノコの栽培 に挑戦 し、町役場 にも相談

しなが ら販路 を拡大 中だ つた。町 も「キ ノコ栽培 で町 お こ しを」 と協 力 し、福 島民報新聞

に大 きな記事 と して報道 された ことが ある。

その彼 に放射能 汚染の ことを聞 いてみ た。彼 は地震 口津波 と原発事故 の頃は仙台 にいた

が、農地 は飯館 村 に近 く、現地 のメ.び とはち りぢ りに他 所 に避難 し、キ ノコ栽培 はで きな

い状態だ とい う。東京電 力に補償 につ いて電話 で問 い合わせ た ら、「キ ノコは補償 対象品 目

に入 つていない」との回答 だ つた とい う。「明 日は浪江町へ荷物 を取 りに行 く」とい うので、

放射能測定器 を貸 した。

電 力会社 は原発事故 が起 こる前 には札束 の力で、経産省 な どの関係高級官僚 、国や県や

地方 自治体の政治家、大学の原子 力関係 の学者、マス コ ミやそ こに頻繁 に登場す る文化人

な どを「総動員」 して国民 を原発容認の方 向へ導 いた。事故後 は、東京電 力の被 害者 の軽

視・ 無視 の姿勢が 日立 った。土下座 は無料 であるか ら何 度で も しよ うが 、金がかか る補償

となる と違 う。 9月 12日 には約 6万 人の被害者 あてに 10種 類の書類 を送 りつ けた。「請

求書類」は 60ペ ー ジ、「請求の ご案 内」は 156ペ ー ジ、専門用語だ らけの難解 な もの ら

しい。 9月 11日 には新宿 を中心 に全国各地で反原発 デモが行われ 、子 ども連れ の女性 も

多か つた。警察 や公安警察の過剰 な取 り締 ま り・ 監視 の他 に、いわゆ る右翼の旗や街宣車

が 多 く見 えた。 ここにも札束の力を感 じたのは小生の妄想 だ ろうか。

原発事故 以来繰 り返 され た枝野官房長官の記者会見 は、戦前 の大本営発表 に似て いると

思 つた。「直 ちに健康 に影響 を及ぼす数値 ではない」は弁護士で もある彼の巧妙 な表現 と し

て有名にな つた。戦前 の大本営 は常 に 「カクカクタル戦果」 を繰 り返 し、敗走 を転進 、全

減 を玉砕 と言 い換 えた。 ヒロシマに特殊爆弾がキ ノコ雲 を作 つて落 とされ 、次 いでナ ガサ

キにも落 とされ 、敗戦 は終戦 と言 い換 え られ た。その後 、日本 は「カクカクタル経済復興」

を成 し遂 げた といわれ て いる。その経済復興 には朝鮮 やベ トナムの人び との犠牲 が隠 され

ていると思 う。

原発事故後 、一部の御用学者が 「放射能 、たい して怖 くない」 とい う趣 旨の講演 を各地

で行 つて いる。戦前 の 「米英恐 るるに足 らず」 と同 じで あ り、その論理 内容 は「年間○○

ミリシー ベル トまでの被爆 の害 はタバ コや酒 の害 よ り軽 い」 とい うもので、皆 なぜか 同様

で ある。子 どもは放射線 に大人 よ り感受性が高 い し、 タバ コとも酒 とも無縁 で ある。子 ど

もを対象 と した、よ り短期間の コホー ト研究 、あるいは子 どもの 白血病 な ど特定の病気の

症例 対照研究 、それ と妊娠動物や生 まれ て間 もな い動物への放射線照射 の影響 につ いての

実験 デー タな どが重要 で ある。それ らは出 さず、感度の低 い疫学調査 で確定的な ことをい

うのは意 図的ニセ科学 で ある。御用学者 の講演会 には医師会 も後援団体 にな つて いる こと

が ある。仙台市 医師会報 の ある号 には、論 旨が前述 した もの と同様 の講演要約が掲載 され

て いたが、反対の主張の投稿 も掲載 され てお り、 当医師会報 の編集関係者の度量 の広 さを

感 じた。 フクシヤの原発事故 は第二の敗戦 だ と思 う。 この ままでは ヒロシマ原爆 にナ ガサ

キ原爆が続 いた と同様 の不幸 が再 び起 こる可能性 が高 い。 日の前 の偽 りの安心 に貢献す る

よ り、国民の将来の大 きな不幸 を防 ぐことに医学界 と医師会 は貢献すべ きだ と思 う。
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